
市
立
旭
・
太
田
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

ほ
か

新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
、
観
光
創
造

ビ
ジ
ョ
ン
・
岸
和
田
に
つ
い
て

き し わ だ 議 会 だ よ り ２一般質問

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

つ
い
て

　

以
下
を
提
案
す
る
。
①
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
報
き
し
わ
だ
で
特
集
を
組
む
な
ど
情
報

発
信
を
強
化
す
べ
き
。
②
認
知
症
の
人
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る

効
果
的
な
ケ
ア
技
法
で
あ
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及
に
、
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
。
③
認
知
症
の
行
方
不
明
者
対
策
と
し
て
、
徘は

い

か

い徊

な
ど
で
自
宅
に
戻
れ
な
い
高
齢
者
を
家
族
が
探
し
出
す
た
め
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
器
へ
の
助
成
を
す
べ
き
。
④
府
内
の
多
く
の
自
治
体
で
は
、
認

知
症
の
人
が
線
路
内
に
立
ち
入
り
、
電
車
を
止
め
た
場
合
な
ど
、
事

故
へ
の
救
済
を
目
的
と
し
た
認
知
症
高
齢
者
等
賠
償
責
任
保
険
事
業

を
導
入
し
て
い
る
。
認
知
症
の
人
や
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
本
市
も
こ
の
事
業
を
導
入
す
べ
き
。

！

　一般質問（要旨）

　　　一般質問とは
　　　　定例会において、議員が市の施策の状況や
　　　方針などについて、報告、説明を求めたり質
　　　問したりすることを一般質問といいます。
　　　　令和６年第３回定例会では、18 人の議員が
　　　一般質問を行いました（発言順に掲載）。

　　　市政に対して議員が質問などをしたうえで、
　　　特に要望した内容を掲載しています。

　　　市政についての議員の質問と、市長など執行
　　　機関の回答を掲載しています。

　　　質問の様子をご覧ください
　　　　スマートフォンなどでＱＲコードを読み取
　　　ると一般質問の録画映像（外部リンク：ＹｏｕＴｕｂｅ）
　　　が開きます。ぜひ、ご覧ください。
　　　　11 月下旬以降、市議会ウェブサイトの「会
　　　議録の閲覧」のページでも詳細をご覧いただ
　　　けます。

？

！…

…

①
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
は
令
和
12
年
度
時
点
で
９
億
円
以
上
の

財
政
効
果
を
生
み
出
す
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
効
果

の
低
い
施
策
を
見
直
す
こ
と
は
必
要
だ
が
、
政
策
へ
の
投
資
も
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
な
ど
は
人
口
増
加
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
財
政
投
入
を
要
望
す
る
。

②
岸
和
田
駅
前
商
店
街
か
ら
昭
和
大
通
り
と
、
岸
和
田
カ
ン
カ
ン
か

ら
地
蔵
浜
マ
ル
シ
ェ
の
間
は
、
平
日
閑
散
と
し
て
い
る
。
観
光
の
ま

ち
岸
和
田
に
ふ
さ
わ
し
い
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
や
施
設
の
充
実
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
府
と
市
、
民
間
と
が
三
位
一
体

で
湾
岸
沿
い
の
整
備
充
実
に
力
を
入
れ
、
ホ
テ
ル
の
誘
致
や
公
設
魚

市
場
の
開
設
な
ど
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
、
地
域
活
性
化
を
要
望
す
る
。

！

①
春
木
地
区
公
民
館
は
、
町
役
場
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
て
51
年
。
地

域
活
動
の
拠
点
で
あ
る
。
春
木
市
民
は
、
耐
震
化
あ
る
い
は
建
て
替

え
に
よ
る
存
続
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

②
小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
や
武
道
場
に
ク
ー

ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
児
童
・
生
徒
は

酷
暑
で
苦
し
ん
で
い
る
。
来
年
は
必
ず
設
置
を
。

③
天
守
閣
・
心
技
館
を
含
む
千
亀
利
公
園
は
歴

史
的
・
文
化
的
・
景
観
的
価
値
の
あ
る
岸
和
田

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
観
光
資
源
で
あ
る
。
小
天
守

へ
の
車
椅
子
昇
降
機
の
場
所
（
正
面
側
か
裏
面

側
か
）
は
、
障
害
者
市
民
の
意
見
を
聞
こ
う
。

春
木
地
区
公
民
館
の
存
続
、
武
道
場

な
ど
へ
の
冷
房
設
置
、
天
守
閣
な
ど

！

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
校
独
自
の
取
り

組
み
・
地
域
猫
の
現
状
と
問
題
解
決

　

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
自
分
ら
し
く
成
長
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
障
が
い
理
解
、
消
費
者
・

主
権
者
教
育
、
包
括
的
性
教
育
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
希
望
す
る

外
部
講
座
の
講
師
料
が
予
算
を
上
回
り
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
傾

向
に
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
豊
か
な
教
育
を
提
供
す
る
た
め

に
も
必
要
な
予
算
の
確
保
を
要
望
。
府
内
の
犬
猫
の
殺
処
分
が
減
少

す
る
な
か
、
本
市
か
ら
府
へ
の
猫
の
収
容
頭
数
は
府
内
ワ
ー
ス
ト
上

位
で
あ
る
。
府
内
で
は
、
本
市
だ
け
が
動
物
愛
護
の
担
当
課
が
な
く
、

案
件
に
よ
っ
て
関
係
部
署
が
対
応
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
依
拠
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
た
め
、
早
急
に
担
当
課
の
設
置
、
動

物
愛
護
管
理
担
当
職
員
の
配
置
、
動
物
愛
護
条
例
の
制
定
を
要
望
。

！

避
難
所
に
お
け
る
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

の
整
備
に
つ
い
て

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
全
世
代
で
利
用
率
が
増
加
し
て
お
り
、
日
常

生
活
だ
け
で
な
く
災
害
発
生
時
の
情
報
取
得
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
災
害
で
通
信
イ
ン
フ
ラ
が

被
害
を
受
け
た
場
合
、
被
災
者
は
安
否
確
認
や
被
害
状
況
の
収
集
な

ど
が
困
難
と
な
り
、
大
き
な
不
安
を
感
じ
な
が
ら
避
難
生
活
を
送
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

避
難
所
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
は
不
可
欠
と
い
え
る
。
現
状
、
避

難
所
64
か
所
の
内
12
か
所
で
整
備
済
で
あ
る
が
、
機
材
も
同
時
接
続

数
が
10
台
程
度
に
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
課
題
が
あ
る
。
令
和
７
年
度

ま
で
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
有
効
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
早

期
に
全
避
難
所
へ
の
設
置
と
質
の
向
上
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

！

本
市
に
お
け
る
地
震
災
害
へ
の
備
え

に
つ
い
て

●
本
年
８
月
に
宮
崎
県
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
が
発
令
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
本
市
の
対
応
で
、
考
察

す
べ
き
点
が
あ
る
。
本
市
の
防
災
計
画
で
は
、
津
波
に
よ
る
死
者
ゼ

ロ
を
目
指
す
と
さ
れ
て
お
り
、
避
難
の
迅
速
化
が
で
き
れ
ば
、
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
そ
の
点
を
意
識
向
上
の
注
意
喚
起

と
し
て
各
方
面
に
情
報
発
信
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
今

回
の
臨
時
情
報
の
発
令
に
よ
り
観
光
客
へ
の
災
害
対
応
が
課
題
と
し

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
本
市
で
も
人
口
の
２
、
３
倍
の
観
光
客
を

迎
え
る
時
期
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
危
機
管
理
計
画
等
を
策
定
し

取
り
組
ん
で
い
る
先
進
自
治
体
を
調
査
・
研
究
し
、
関
係
部
局
や
団

体
と
と
も
に
観
光
防
災
に
資
す
る
計
画
の
策
定
を
求
め
る
。

①
７
年
度
開
園
の
「
岸
和
田
市
立
旭
・
太
田
こ
ど
も
園
」
の
進
捗
状

況
を
確
認
し
、
各
校
区
の
幼
稚
園
に
３
歳
児
受
け
入
れ
を
要
望
。

②
支
援
学
級
充
実
の
た
め
、
支
援
員
・
介
助
員
の
増
員
を
要
望
。

③
葛
城
中
学
校
の
校
舎
か
ら
体
育
館
へ
の
渡
り
廊
下
の
屋
根
が
平
成

30
年
の
台
風
で
飛
ん
だ
ま
ま
な
の
で
、
一
日
も
早
い
修
理
を
要
望
。

④
岸
和
田
市
立
斎
場
は
火
葬
炉
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
突
発
的
な
故

障
と
人
員
不
足
が
あ
り
、
火
葬
の
予
約
件
数
を
減
ら
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
た
め
、
通
常
稼
働
に
戻
す
よ
う
要
望
。
ま
た
、
令
和
８
年
の

新
斎
場
供
用
開
始
ま
で
に
、
現
斎
場
の
通
常
稼
働
が
困
難
と
な
る
場

合
は
、
火
葬
待
ち
で
発
生
す
る
遺
体
安
置
の
費
用
や
他
市
斎
場
利
用

時
の
市
民
外
料
金
な
ど
を
補
助
す
る
仕
組
み
を
要
望
。

！

豊
か
な
海
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

問
今
年
度
に
お
け
る
黒
鯛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
。

答
岸
和
田
黒
鯛
の
価
値
向
上
、
魚
食
教
育
の
推
進
及
び
食
品
ロ
ス
削

減
を
図
る
た
め
、
大
阪
産
飲
食
店
を
経
営
す
る
会
社
と
連
携
協
定
を

締
結
し
、
具
体
的
な
活
動
内
容
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
鮮

魚
商
業
組
合
員
に
対
し
、
流
通
促
進
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
他
の
黒
鯛
と
異
な
る
点
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
す

る
ア
イ
デ
ア
集
約
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
、
岸
和
田
黒
鯛
は

お
い
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
と
さ
ら
な
る
流
通
促
進
を
図
る

た
め
、
11
月
か
ら
の
第
２
弾
黒
鯛
フ
ェ
ア
開
催
に
向
け
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
を
提
供
す
る
市
内
飲
食
店
の
募
集
準
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

海
老
原　

友
子
（
日
本
共
産
党
）

米
田　

貴
志
（
公
明
党
）

中
岡　

佐
織
（
大
阪
維
新
の
会
）

井
舎　

英
生
（
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

反
甫　

旭
（
き
し
わ
だ
未
来
）

昼
馬　

光
一
（
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

河
合　

達
雄
（
に
じ
の
会
）

岩
﨑　

雅
秋
（
公
明
党
）

！
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3. 天守閣 について 天守閣エレベータ
ー 
Q1公共施設バリアフリー化、良いが 

車椅子昇降機の場所は、 
障害者市民の意見を聞こう！ 

イラスト図提供：岸和田市 写真：井舎英生 
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１
３
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２そ
の
他
の
質
問 

○
人
口
減
少　

ほ
か

問答


